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How the Japanese experience of eco-city can support other 
Asian cities in developing Asian countries? 

1. Japanese knowledge could be shared with other Asian cities, 
such as the legislation framework, the management system.

2. People exchange between Japan and other countries, human 
resource training with some organization like JICA, would be 
beneficial. 

3. Japanese academic institute could share with methodology to 
planning and manage eco-cities. For example, some integration 
model including GIS, endues model and macro models. NIES 
have advantage in these fields. 

4. Japanese company could provide real technology support, such 
as smart energy management system, energy efficiency 
technology. 
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Eco Growth Modules

Spatial Policy/ Tech. Process Packages

地域空間解析モデル群

Development of Regional Integrated Models (Regional AIM) and Spatial 
Planning Model to design sustainable regions and cities
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Stage 1: Construction of a methodology for local 
governments to  analyze the energy potential.
Stage 2: Support the urban planning according to 
the spatial characteristics.
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Quantitative evaluation of low carbon effect
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丸森町
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DemandSupply

679TJ 

30,000 people
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Energy self-sufficiency rate
100%
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35%

Difference of regional energy characteristics 
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Improving efficiency 
by coordination 

among municipalities

264TJ 

Energy self-sufficiency rate
58%

1900TJ

Shinchi～Iwanuma

35,000 people

44,000 people

17,000 people
Energy self-

sufficiency rate
91%

894TJ 

Energy self-sufficiency rate
61%

Evaluation Example of Regional Energy Potential
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How the Japanese experience of eco-city can support other 
Asian cities in developing Asian countries? 

1. Japanese knowledge could be shared with other Asian cities, 
such as the legislation framework, the management system.

2. People exchange between Japan and other countries, human 
resource training with some organization like JICA, would be 
beneficial. 

3. Japanese academic institute could share with methodology to 
planning and manage eco-cities. For example, some integration 
model including GIS, endues model and macro models. NIES 
have advantage in these fields. 

4. Japanese company could provide real technology support, such 
as smart energy management system, energy efficiency 
technology. 
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環境都市
計画の評価
環境都市
計画の評価

0.00

0.01

0.02

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
[時間]

Ｚ

地域・都市気象センサーネットワーク環境モニタリング

 
家
計・

業
務

 
家
計・

業
務

地
域
交
通

地
域
交
通

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

生
活

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

生
活

再生可能エネルギー供給予測情報

GPS

復興住宅・商業施
設への省エネ情報

ICタグ

公共交通情
報共有によ
る利⽤促進

復興コミュニ
ティ・⽣活⽀援
「絆」情報

スマートメーター

ディマンドバス

エネルギー
ディマンド・
リスポンス情

報

スマートタブレット

電気使用量
太陽光発電量

など

復興
ディマン
ドバス
情報な
どなど EVシェアリ

ング⾏動⽀
援

1～2000台

地産商品情報

カーボン・フット
プリントなど

・
・
・

・
・
・

・
・
・

復興地域の住民、企業の行動ニーズを集めて、効果的な復興事業、支援サービスの提供を可能人する、環境エネルギータの総合的なモニター
システムを開発する。実態データに基づいた都市/地域の削減効果の検証を行い、シミュレーションシステムと連携して行動支援情報を提供する。

交通行動実態
の解析

地域エネルギーの変
動に応じたリアルタ
イムのエネルギー需
給制御シミュレー

ション

•交通起源CO2算定シ
ミュレーション

復興コミュニティ・ﾈｯﾄﾜｰｸ（地域環境モニタリング） データ集積・見える化 低炭素効果の算定

削減計画の
効果同定

排出特性の解析

省エネ行動の解析省エネ行動の解析

低炭素交通の解析低炭素交通の解析

•消費フローシミュ
レーション

消費行動の解析消費行動の解析

低炭素地方実行計画の評価・作成支援

復興の環境未来都市計画の評価・作成支援

消費実態
の解析

削減目標
エネルギー
消費実態

復興生活支援
(絆）行動支援

環境行動支援の
空間情報化

見せる装置(可視化)

Development of ICT based MRV system with Japanese company 

サーバー

基本情報
ＤＢ

空間情報
ＤＢ

ＧＰＳログ
ＤＢ

マネジ
メントＤＢ

セキュリティシステム

復興コミュニティの絆・環境行動支援情報

• 地域資源・物質循環のデータベース分析
• 問題理解と教育、マーケティング
• 資源を活かしたイノベーション

統計情報
交通起因低炭素効果交通起因低炭素効果

消費起因低炭素効果消費起因低炭素効果

地域・都市気象センサーネットワーク

地域AIMでの将来シナリオ予測

• 科学的情報と主観的意向のフィードバック
• 総合評価に基づく個人的-社会的意思決定

地域の低炭素効果の住民へのフィードバック
将来的にはポイント／クレジット化

復興行動シミュレーション

復興地域環境
ナレッジハブ

復興地域環境
ナレッジハブ

エネルギー消費削減効果エネルギー消費削減効果

シミュレーションに基づ
く環境行動提案の発信

地域の低炭素効果の検証
（日本版MRV）

低炭素計画の検証証

• モデルの改良、データ整備・入力
• 地域特性を活かしたシナリオ構築・計画

社会行動

科学研究
の出力

社会行動

科学研究
の出力
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On line Carbon Emission Reporting System 

Provision and customization of low carbon reporting system in Japan. Into Indonesian cities 
and eco-industrial parks. Default system was developed for Yokohama City as a pioneering 
on-line reporting system and their management experiences will be shared with Indonesian 
experts.

課・施設

入力者： 更新日：
１　エネルギーの使用状況（自動車以外）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年
ｴﾈ

CO2
非ｴﾈ
CO2

CH4 N2O GHG

燃料の使用に伴う排出（自動車以外）
一般炭 ㎏
ガソリン ℓ
ジェット燃料油 ℓ
灯油 ℓ
軽油 ℓ
Ａ重油 ℓ
ガソリン ℓ
軽油 ℓ

㎏
原油（コンデンセートを除く） kℓ
原油のうちコンデンセート（NGL） kℓ
揮発油 kℓ
ナフサ kℓ
Ｂ・Ｃ重油 kℓ
石油アスファルト t
石油コークス t
石油系炭化水素ガス 千m3

液化天然ガス（LNG） t
その他可燃性天然ガス 千m3

原料炭 t
一般炭 t
無煙炭 t

石炭コークス t
コールタール t
コークス炉ガス 千m3

高炉ガス 千m3

転炉ガス 千m3

電気の使用に伴う排出
東京電力 kWh
エネット kWh
GTFグリーンパワー kWh
丸紅 kWh
イーレックス kWh
新日鉄エンジニアリング kWh
新日本石油 kWh
資源循環局からの購入量 kWh

他人から供給された熱の使用 MJ
産業用蒸気 ＧJ
産業用以外の蒸気 ＧJ
温水 ＧJ
ガス機関又はガソリン機関（航空機、自動車又は船舶に用いられるものを除く）における燃料の使用に伴う排出

液化石油ガス（LPG） ㎏
都市ガス ㎥

ディーゼル機関（航空機、自動車又は船舶に用いられるものを除く）における燃料の使用に伴う排出
灯油 ℓ
軽油 ℓ
Ａ重油 ℓ
液化石油ガス（LPG） ㎏
都市ガス ㎥

船舶の航行に伴う排出
軽油 ℓ
Ａ重油 ℓ

一般廃棄物の焼却に伴う排出
連続焼却式焼却施設 ﾄﾝ
廃プラスチック類 ﾄﾝ

下水の処理に伴う排出
終末処理場 ㎥

産業廃棄物の焼却に伴う排出
下水汚泥 ﾄﾝ

麻酔剤（笑気ガス）の使用 ㎏

温室効果ガス換算合計（ｔ－ＣＯ２）　　　 Ａ

２　自動車にかかるエネルギーの使用状況

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年
ｴﾈ

CO2
非ｴﾈ
CO2

CH4 N2O GHG

自動車の燃料使用に伴う排出
ガソリン（自動車使用） ℓ
軽油（自動車使用） ℓ
液化石油ガス（ＬＰＧ）（自動車使用） ㎏

自動車の走行に伴う排出
ガソリン・LPG/乗用車 km
ガソリン/バス km
ガソリン/軽自動車 km
ガソリン/普通貨物車 km
ガソリン/小型貨物車 km
ガソリン/軽貨物車 km
ガソリン/特殊用途車 km
ディーゼル/乗用車 km
ディーゼル/バス km

ディーゼル/普通貨物車 km

ディーゼル/小型貨物車 km
ディーゼル/特殊用途車 km

温室効果ガス換算合計（ｔ－ＣＯ２）　　　 Ａ

３　取組状況に対する推進者の所見

排出量（t-CO2/年）

石炭

液化石油ガス（ＬＰＧ）

活動量（月）
活動量

実施した具体的な取組主な増減理由

活動量
活動量（月）

排出量（t-CO2/年）

総合評価

電気・燃料等使用状況調査表

局区名局区ID 課・施設名

期待できる効果
●オンラインによる正確かつ効率的な情報収集・管理
●データの混乱・ミスの防止
●省力化（自動集計・提出フォームで出力）

課・施設

入力者： 更新日：
１　エネルギーの使用状況（自動車以外）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年
ｴﾈ

CO2
非ｴﾈ
CO2

CH4 N2O GHG

燃料の使用に伴う排出（自動車以外）
一般炭 ㎏
ガソリン ℓ
ジェット燃料油 ℓ
灯油 ℓ
軽油 ℓ
Ａ重油 ℓ
ガソリン ℓ
軽油 ℓ

㎏
原油（コンデンセートを除く） kℓ
原油のうちコンデンセート（NGL） kℓ
揮発油 kℓ
ナフサ kℓ
Ｂ・Ｃ重油 kℓ
石油アスファルト t
石油コークス t
石油系炭化水素ガス 千m

3

液化天然ガス（LNG） t
その他可燃性天然ガス 千m

3

原料炭 t
一般炭 t
無煙炭 t

石炭コークス t
コールタール t
コークス炉ガス 千m

3

高炉ガス 千m
3

転炉ガス 千m
3

電気の使用に伴う排出
東京電力 kWh
エネット kWh
GTFグリーンパワー kWh
丸紅 kWh
イーレックス kWh
新日鉄エンジニアリング kWh
新日本石油 kWh
資源循環局からの購入量 kWh

他人から供給された熱の使用 MJ
産業用蒸気 ＧJ
産業用以外の蒸気 ＧJ
温水 ＧJ
ガス機関又はガソリン機関（航空機、自動車又は船舶に用いられるものを除く）における燃料の使用に伴う排出

液化石油ガス（LPG） ㎏
都市ガス ㎥

ディーゼル機関（航空機、自動車又は船舶に用いられるものを除く）における燃料の使用に伴う排出
灯油 ℓ
軽油 ℓ
Ａ重油 ℓ
液化石油ガス（LPG） ㎏
都市ガス ㎥

船舶の航行に伴う排出
軽油 ℓ
Ａ重油 ℓ

一般廃棄物の焼却に伴う排出
連続焼却式焼却施設 ﾄﾝ
廃プラスチック類 ﾄﾝ

下水の処理に伴う排出
終末処理場 ㎥

産業廃棄物の焼却に伴う排出
下水汚泥 ﾄﾝ

麻酔剤（笑気ガス）の使用 ㎏

温室効果ガス換算合計（ｔ－ＣＯ２）　　　 Ａ

２　自動車にかかるエネルギーの使用状況

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年
ｴﾈ

CO2
非ｴﾈ
CO2

CH4 N2O GHG

自動車の燃料使用に伴う排出
ガソリン（自動車使用） ℓ
軽油（自動車使用） ℓ
液化石油ガス（ＬＰＧ）（自動車使用） ㎏

自動車の走行に伴う排出
ガソリン・LPG/乗用車 km
ガソリン/バス km
ガソリン/軽自動車 km
ガソリン/普通貨物車 km
ガソリン/小型貨物車 km
ガソリン/軽貨物車 km
ガソリン/特殊用途車 km
ディーゼル/乗用車 km
ディーゼル/バス km

ディーゼル/普通貨物車 km

ディーゼル/小型貨物車 km
ディーゼル/特殊用途車 km

温室効果ガス換算合計（ｔ－ＣＯ２）　　　 Ａ

３　取組状況に対する推進者の所見

排出量（t-CO2/年）

石炭

液化石油ガス（ＬＰＧ）

活動量（月）
活動量

実施した具体的な取組主な増減理由

活動量
活動量（月）

排出量（t-CO2/年）

総合評価

電気・燃料等使用状況調査表

局区名局区ID 課・施設名

収集すべきデータ
・燃料使用量
・自動車（燃料・走行）
・啓蒙活動 など

・施設情報付与
・原油換算
・CO2換算
・分類・集計

各施設

Output

交通局Low 
Carbon 

Data Base

省エネ法、温対法 様式

Local Governments 
and Authorities

入力

Regist
ration

Factory

出力

水道局

教育委 役所本体

・・・

第１表 温室効果ガス算定排出量（その１） 

温室効果ガスである物質の区分 温室効果ガス算定排出量 

１．エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素  t-CO2 

２．エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素以外の二酸化炭素  t-CO2 

３．メタン  t-CO2 

４．一酸化二窒素  t-CO2 

５．ハイドロフルオロカーボン  t-CO2 

６．パーフルオロカーボン  t-CO2 

７．六ふっ化硫黄  t-CO2 

 

第１表 エネルギーの使用量及び販売副生エネルギー等の量 

  年度 

販売副生エネルギー等の量 

使用量 
販売された量 

自らの生産に 

寄与しない量 

エネルギーの種類 単位 

数値 熱量 GJ 数値 熱量 GJ 数値 熱量 GJ 

原油（コンデンセートを除く。） ｋｌ       

原油のうちコンデンセート（NGL） ｋｌ       

揮発油 ｋｌ       

ナフサ ｋｌ       

灯油 ｋｌ       

軽油 ｋｌ       

Ａ重油 ｋｌ       

Ｂ・Ｃ重油 ｋｌ       

石油アスファルト ｔ       

石油コークス ｔ       

液化石油ガス 

(ＬＰＧ) 
ｔ 

      

石油ガス 
石油系炭化 

水素ガス 
千ｍ３ 

      

液化天然ガス 

（ＬＮＧ） 
ｔ 

      

可燃性天然ガス 
その他可燃性 

天然ガス 
千ｍ３ 

      

原料炭 ｔ       

一般炭 ｔ       石炭 

無煙炭 ｔ       

石炭コークス ｔ       

コールタール ｔ       

コークス炉ガス 千ｍ３       

高炉ガス 千ｍ３       

転炉ガス 千ｍ３       

都市ガス 千ｍ３       その他の 

燃料 （    ）        

産業用蒸気 ＧJ       

産業用以外の蒸気 ＧJ       

燃 
 

料 
 

及 
 

び
 

 

熱 

温水 ＧJ       

燃料等使用状況 更新日：

１　自動車にかかるエネルギー等の使用状況 排出量単位：t-CO2
活動 排　　出　　量単位 ｴﾈ起源CO2 非ｴﾈ起源CO2 CH4 N2O

自動車の燃料の使用に伴う排出
ガソリン ℓ

軽油 ℓ

液化石油ガス（ＬＰＧ） ㎥

圧縮天然ガス（CNG） N㎥

自動車の走行に伴う排出
ガソリン・LPG/乗用車 km

ガソリン/バス km

ガソリン/軽自動車 km

ガソリン/普通貨物車 km

ガソリン/小型貨物車 km

ガソリン/軽貨物車 km

ガソリン/特殊用途車 km

ディーゼル/乗用車 km

ディーゼル/バス km

ディーゼル/普通貨物車 km

ディーゼル/小型貨物車 km

ディーゼル/特殊用途車 km

合計→

２　自動車以外のエネルギー等の使用状況
活動 排　　出　　量単位 ｴﾈ起源CO2 非ｴﾈ起源CO2 CH4 N2O

燃料の使用に伴う排出
一般炭 ㎏

ガソリン ℓ

ジェット燃料油 ℓ

灯油 ℓ

軽油 ℓ

Ａ重油 ℓ

液化石油ガス（ＬＰＧ） ㎥

都市ガス（１３A) ㎥

電気の使用に伴う排出（排出係数は平成20年12月19日付け、環境省報道発表資料に基づいています）
東京電力 kWh

イーレックス kWh

他人から供給された熱の使用 MJ

ガス機関又はガソリン機関（航空機、自動車又は船舶に用いられるものを除く）における燃料の使用に伴う排出
液化石油ガス（LPG） ㎥

都市ガス ㎥

ディーゼル機関（航空機、自動車又は船舶に用いられるものを除く）における燃料の使用に伴う排出
灯油 ℓ

軽油 ℓ

Ａ重油 ℓ

液化石油ガス（LPG） ㎥

都市ガス ㎥

船舶の航行に伴う排出軽油 ℓ

Ａ重油 ℓ

一般廃棄物の焼却に伴う排出
連続焼却式焼却施設 ﾄﾝ
廃プラスチック類 ﾄﾝ
下水の処理に伴う排出
終末処理場 ㎥

産業廃棄物の焼却に伴う排出
下水汚泥 ﾄﾝ
麻酔剤（笑気ガス）の使用 ㎏

合計→

３　取組状況に対する推進者の所見
主な増減理由 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

実行計画様式での出力も可

入力
フォーム

データ混乱

入力ミス

各施設個別に収集するよりスムーズ！

システム構築例
Reporting items for Low carbon 

and energy

お問合せ先 日本工営株式会社
〒102-0083 東京都千代田区麹町４－

２
担当部署：社会システム事業部 環境部
担当者：（課長）佐藤律子

TEL ：03-3238-8383
FAX：03-3221-6972
E-mail： a4239@n-koei.co.jp（佐藤律子）
Website：http://www.n-koei.co.jp



関連実施例：公共施設の電気・ガス使用量管理システム

Energy consumption for each factory is monitored both for electricity and gas and they 
will be analyzed monthly to provide smart energy saving methods

Energy consumption can be illustratively
compared and cost information can be
managed

・Time series comparison of the consumption of
electricity and gas, monthly, season, annually
・Monthly comparison of energy and impacts of
temperature differences
・Visualization of carbon emission

＜Example＞
Energy consumption for factories and buildings can be
visually compared by excel based visualization. Easy
data filing and printing.

＜Monitoring Function＞
・Sensing and of the  
consumption of electricity and 
gas
供

・Information sharing among 
EIP companies and eco-city 
stakeholders
・Comparison and analysis 
among different companies 
and business sectors
・Management of carbon 
intensity
・ Demand management
method recommendation

Environment 
regulation 
technologies

Energy 
Manageme

nt 
saving system
and aclities

Informatio
n System
Analysis 

tool 

Integrative management of low carbon 
companies

On line Carbon Emission Reporting System (2) 
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MRV SystemSensor Network

オフィスや商業施設で、様々なデータログを収集

Data 
collection
Gateway 
Server 

警告灯

Monitoring

Reporting
（Analysis and 
Estimation）

Verification

Innovative 
MRV System

Office

Smart sensor

・その他データ収集
（温度、⼈数など）

Public Facilities

Sharing 

WEB Sharing

Integrative energy Sensing System shared with Fujitsu
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Commercial Buildings

Data 
collection
Gateway 
Server 

Smart sensor

・その他データ収集
（温度、⼈数など）

Smart sensor

・その他データ収集
（温度、⼈数など）

Data 
collection
Gateway 
Server Shared among 

Various devices

Internet
(VPN)

Internet
(VPN)

●
●
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Visualization of Energy and Carbon Information of 
Eco-Industrial Parks and Cities

Energy Monitoring System

Copyright 2013 FUJITSU LIMITED 11



Overseas local 
governments

Japanese firms, 
research 

consortiums

Overseas firms, 
research 

consortiums

Overseas governmental 
organizations

Eco-city 
governments 

Japanese 
governmental 
organizations

Recycle 
Industries

circulatory 
firms

Research 
institutionsRecycle 

Industries

Recycle 
Industries

Research 
institutions

Collaboration based on inter-
city agreements, etc. on policy 

information, social system 
information, human resources 

Menu for industry/government/ 
private sector collaborative 

support framework and support 
including international 

organizations

International public-
private sector projects

consortiums⇓
promotion of model 

projects

Promoting Projects between Japan and 
Overseas through “FutureCity” Collaboration



Projection by Environmental Businesses from Urban Areas in JapanProjection by Environmental Businesses from Urban Areas in Japan

Knowledge and wisdom in low-carbon cities in Europe
・Carbon reduction in the context of de-industrialization and de-materialization 
・High environmental awareness among citizens and businesses and multi-actor collaborations 
and urban management

Environmental innovations and businesses projecting from Japanese 
cities
・Low-carbon package that utilizes target-oriented development capacity for technology and 
products (combination of equipment, network, and social technologies)

・Social governance system that encompasses environmental awareness at the civic and 
business levels

・Local communities that have environmental activist capabilities based on pollution 
experiences

Efforts toward low-carbon cities in Asia
・Promotion of carbon reduction linked to industrialization and economic growth
・Top-down project promotion and policy execution capabilities
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